　「新・中学保健体育の学習2年」知識の確認
体育編2章
教科書p.74～75　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１　スポーツが心身と社会性に及ぼす効果


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①スポーツが体に及ぼす効果
□スポーツを行うことは、体の発育・（　発達　）や運動技能の（　上達　）、体力の維持・向上に効果があります。
□（　体力　）は、活力のある生活を送っていくための土台となるもので、（　健康　）に生活するための体力と（　運動を行う　）ための体力があります。
□スポーツを積極的に生活に取り入れることによって、健康に生活するための体力を維持・向上させ、肥満や（　生活習慣病　）を予防することができます。
②スポーツが心に及ぼす効果
□スポーツを行い、技術が身に付いたり、目標に到達できたりすると、（　達成感　）を得ることができます。それが積み重なると、自分の能力に（　自信　）が持てるようになります。
□スポーツを行うことは、精神的な（　ストレス　）を解消したり、リラックスさせたりする効果もあります。
スポーツが社会性に及ぼす効果
□さまざまな（　違い　）を超えてスポーツを行う際には、（　ルール　）やマナーについてお互いに納得して合意したり、好ましい人間関係を築いたりするなどの（　社会性　）が求められます。
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教科書p.76～77　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　２　スポーツの学び方


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①技術・技能と戦術・作戦
□スポーツにはそれぞれの目的にかなった合理的な体の（　動かし方　）があり、それを（　技術　）といいます。合理的な練習によって身に付いた能力を（　技能　）といいます。
□技術を使って相手との競い合いを有利に運ぶプレイの方法を（　戦術　）といいます。
ゲームや試合を行う際の方針を（　作戦　）といいます。
②スポーツの効果的な学び方
□スポーツを効果的に学ぶには、対象とするスポーツの特性を理解し、目標となる
（　よい動き方　）を見つけ、練習の計画を立てます。次に、（　安全　）に配慮しながら計画に沿って練習します。
■技術・技能
□身に付けたい技術だけを取り出して重点的に練習する、（　段階的　）に実際の動きに近づくように練習する、（　試合形式　）など一連の流れの中で練習するなどの方法があります。技術が身に付きやすいように、（　練習の場　）を工夫することも効果的です。
■戦術・作戦
□相手の動きや（　隊形　）の変化などに応じたプレイや連携プレイなどを、人数、コートの広さ、状況などを工夫して練習するなどの方法があります。（　予測　）や判断の力を高めることも重要です。
■表現
□ダンスなどでは、テーマから（　イメージ　）を捉えること、踊り方の特徴を捉えること、リズムの特徴を捉えて全身で（　リズム　）に乗ることなどが大切です。
□一定期間が過ぎたら、技術、戦術・作戦、表現の練習の（　成果　）を確かめ、成果に応じて目標や計画を（　修正　）します。



教科書p.78～79　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　スポーツの安全な行い方


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①スポーツの選択と計画
□楽しく安全にスポーツを行うには、それぞれのスポーツの（　特性　）を理解し、自分の目的に適したスポーツを選ぶことが大切です。次に、（　強さ　）、時間・回数、頻度などのスポーツ活動の条件を適切に決めて（　計画　）を立てます。
②スポーツ活動の自己管理
□スポーツを計画的に行っていても、疲れがたまり、（　体調不良　）になることがあります。（　体調　）の変化に気を配り、必要に応じてスポーツ活動を休んだり、軽くしたりするなど、スポーツ活動の（　自己管理　）が大切です。
□体調の変化を知る手がかりとしては、体重、起床時の（　脈拍数　）などがあります。
□スポーツ活動の日誌を用意し、（　天候　）、活動場所、活動内容、体調（疲れの程度、脈拍数など）などを記録するのも、スポーツ活動の自己管理に役立ちます。
スポーツ活動の安全
□スポーツ活動を安全に行うためには、活動前、活動中、活動後のそれぞれで、体調や施設、（　用具　）の確認をすること、（　準備運動　）や整理運動を適切に行うこと、適切な休憩や（　水分補給　）をすることなどが必要です。また、一緒に活動する
（　仲間　）の安全にも配慮することが大切です。
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